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私たちは、自然のうるおいの中で、
人それぞれの希望に満ちたくらしを支え、地域医療を推進します。! "

る
、
疲
れ
や
す
く
な
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

質
問
３
…
ど
の
よ
う
な
病
気
で
腎
臓
が
悪
く

　
　
　

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

腎
臓
の
病
気
に
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
腎
臓
に
の
み
病
気
が

起
こ
る
疾
患
と
他
の
疾
患
の
合
併
症
と
し
て

腎
臓
の
病
気
が
併
発
す
る
疾
患
が
あ
り
ま

す
。
腎
臓
に
の
み
病
気
が
起
こ
る
疾
患
の
代

表
と
し
て
10
〜
30
歳
代
の
比
較
的
若
年
層
に

多
く
み
ら
れ
る
Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症
は
日
本
人
に
最
も
多
く
認

め
ら
れ
る
慢
性
腎
炎
で
あ
り
、
そ
の
発
症
は

血
尿
で
始
ま
る
こ
と
が
多
く
、
早
期
に
診
断

が
で
き
れ
ば
現
在
で
は
腎
不
全
に
至
る
こ
と

を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
疾
患

で
す
。
他
疾
患
か
ら
腎
機
能
低
下
を
来
す
疾

患
の
代
表
的
な
も
の
に
は
、
糖
尿
病
と
腎
硬

化
症
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
新
規
に
透
析
を
必

要
と
す
る
症
例
の
約
半
数
が
糖
尿
病
性
腎
不

全
で
あ
り
、
非
常
に
問
題
の
多
い
病
気
で

す
。
ま
た
、
腎
硬
化
症
は
肥
満
・
高
血
圧
・

高
尿
酸
血
症
・
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た
動
脈

硬
化
性
疾
患
の
危
険
因
子
の
存
在
に
よ
り
、

全
身
の
動
脈
硬
化
と
と
も
に
腎
機
能
が
低
下

す
る
病
気
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

あ
な
た
の
腎
臓
を
守
る
た
め
に

腎
臓
内
科　

医
師　
　

大
河
原　
　

晋　

質
問
１
…
腎
臓
は
ど
こ
に
あ
り
、ど
の
よ
う
な

　
　
　

働
き
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

腎
臓
は
左
右
の
腰
の
あ
た
り
に
一
つ
ず
つ

あ
り
ま
す
。
そ
の
働
き
は
、
①
体
の
中
の
水

分
調
整
の
た
め
に
不
要
な
水
分
を
尿
と
し
て

排
泄
す
る
こ
と
、
②
体
の
中
の
老
廃
物
を
尿

に
溶
か
し
て
排
泄
す
る
こ
と
、
③
摂
取
し
た

ナ
ト
リ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
に
代
表
さ
れ
る
電

解
質
を
調
節
す
る
こ
と
、
④
貧
血
や
低
血
圧

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
ホ
ル
モ
ン
を
産
生

す
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

質
問
２
…
腎
臓
の
働
き
が
低
下
す
る
と
、
ど

　
　
　

の
よ
う
な
症
状
が
出
現
し
ま
す
か
？

　

腎
機
能
低
下
に
よ
っ
て
、
腎
臓
そ
の
も
の

の
痛
み
や
苦
し
み
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
症
状
が
出
に
く
い
た
め
に
、
そ
の
発

見
が
遅
れ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
腎
機
能

低
下
に
よ
る
症
状
は
か
な
り
進
行
し
て
か

ら
で
な
い
と
症

状
が
で
な
い
こ

と
が
多
く
、
代

表
的
な
症
状
と

し
て
は
、
血
圧

が
高
く
な
る
、

足
が
む
く
む
、

貧
血
が
進
行
す

　

皆
さ
ん
は
〝
腎
臓
〞
と
い
う
と
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？
体
の
中

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
切
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
腎
臓
は

体
内
環
境
を
整
え
る
流
れ
の
中
で
最
後
に
位
置
す
る
臓
器
で
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
で
い
え
ば
、

脳
や
心
臓
が
フ
ォ
ワ
ー
ド（
攻
撃
選
手
）な
ら
、
腎
臓
は
守
り
の
要
で
あ
る
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
脳
や
心
臓
の
病
気
と
い
わ
れ
る
と
〝
こ
れ

は
た
い
へ
ん
！
〞
と
思
う
の
は
当
然
で
す
が
、
腎
臓
の
病
気
に
は
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な
い
の

は
、
そ
の
重
要
性
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
腎
臓
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
質
問
に
お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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診療日のご案内
説
明

診療科に対する曜日欄の記載は、○＝診療日、－　＝休診となります。
○と（休診有）の記載がある場合は、当月に臨時休診があります。備考欄で、休診日をご確認ください。
また、曜日欄に「日付」の記載がある場合は、記載の日のみの診療となります。

リウマチ科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

午　　　前 － － ○ － － 5日・19日 ㊌8：00～11：00
㊏予約制 9：00～

午　　　後 － － 　2日・16日・
　30日 － － － 13：00～15：00 13：00～

形成外科
月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
－ － － － ○ － 13：00～14：30 13：30～

リハビリ
テーション科

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
－ － － － ○ － 予約制 9：00～

医師別の診療予定が必要な方は、医
師（名字）・診療日（数字）が記載さ
れた一覧を、医療連携室に用意して
あります。

★子どもの予防接種日程

病院休診日のお知らせ
２１日（月）　祝日・海の日／
　　　　　　　第３月曜日

※ 各診療科の休診日は、「診療科・
診療日の案内」の最右「備考・休
診日」欄でご確認ください。

入院患者さまとの面会は、
月曜日～金曜日：15：00～20：00、
土曜日・日曜日・休日：13：00～20：00
となります。（時間厳守）

予防接種の種類 接種日 受付時間 接種時間
ヒブ・肺炎球菌

７月10日（木）
７月31日（木）

15：00～　
　15：30 15：10～二種混合（ジフテリア・破傷風）

三種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風）
四種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ）

７月４日（金）
７月11日（金）
７月18日（金）
７月25日（金）

13：20～　
　13：50 13：30～

麻しん風しん混合（１期・２期）
BCG・ポリオ・日本脳炎
水痘・おたふく・ロタウイルス
A型肝炎・B型肝炎
子宮頸がん
※予約が必要です。予約・お問い合わせは、医事課まで。
※１日の接種者数が限られておりますので、お早めにご予約ください。

質
問
４
…
腎
機
能
が
低
下
し
た
時
の
対
応
方
法
は
？

　

腎
機
能
が
低
下
す
る
原
因
と
な
っ
た
病
気
へ
の
対

応
は
も
ち
ろ
ん
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
腎
機
能
低
下

を
予
防
す
る
方
法
と
し
て
食
事
管
理
が
と
て
も
重
要

に
な
り
ま
す
。
食
事
で
守
る
必
要
の
あ
る
第
一
点
目

は
塩
分
を
制
限
す
る
こ
と
で
す
。
腎
機
能
が
低
下
し

た
場
合
、
塩
分
摂
取
は
一
日
あ
た
り
６
ｇ
以
下
を
目

標
と
し
ま
す
。
第
二
点
目
と
し
て
、
タ
ン
パ
ク
質
摂

取
の
制
限
で
す
。
腎
機
能
が
低
下
し
た
状
態
で
の
タ

ン
パ
ク
質
の

過
剰
摂
取
は

腎
臓
に
負
担

を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま

す
。
タ
ン
パ

ク
質
の
摂
取

は
最
低
で
も

標
準
体
重
あ

た
り
0.8 

g
／

㎏
／
day
以
下

を
め
ざ
し
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
質
問
に
お
答
え
す
る
形
で
話
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
内
容
的
に
や
や
難
し
い
点
も
あ
っ
た
と

は
思
い
ま
す
が
、
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
病
院
ス
タ

ッ
フ
に
気
楽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

１
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き

あ
な
た
の
腎
臓
を
守
る
た
め
に

整形外科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一
般
外
来

予約外 ○ － ○ ○ ○ 新患のみ 8：00～10：00 ㊍㊏9：00～
㊊㊌㊎10：20～ ※一日15名で受付終了

予　約 ○ － ○ － ○ － 電話での予約受付は
できません

専
門
外
来

脊椎 － 8日・22日 － － － －

予約制

　電話での予約受付は
　できません

10：20～
上肢 － － － ○ － －

9：00～
足 － － － － － 12日
退院後 ○ － － － － －
人工関節 － － ○ － － －
骨粗しょう症 － － － ○ － －

（ ）
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内　　　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一般外来 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8：00～

　11：00 9：00～
内分泌糖尿病 － － － － ○ －

循環器内科 ○ 備考参照 ○ ○
（休診有） － 12日・26日 8：00～11：00 9：00～ 火曜日＝予約制

休診＝10日㈭

腎臓内科 ○ － ○ － ○
（休診有） 12日 予約制

（3ページ上の記事参照） 10：15～ 休診＝４日㈮

呼吸器内科 － － － ○ － ○ 8：00～
　11：00 9：00～

神経内科 ○ ○ － ○ ○ － 初診は予約が必要

睡眠時無呼吸 － － － ○ － － 予約制
（3ページ上の記事参照） 13：30～

和漢診療科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

午　　前 ○
（休診有）

○
（休診有）

○
（休診有） ○ ○

（休診有） ○ 8：00～11：00 9：00～ 休診＝１日㈫、９日㈬、
　　　14日㈪、25日㈮

午　　後 ○
（休診有） ○ ○ ○

（休診有） ○ － 13：00～14：30 13：30～ 休診＝３日㈭、14日㈪、
　　　24日㈭

精　神　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一般外来 － ○ － ○ ○ ○

予約制
（3ページ上の記事参照）

9：00～

メモリークリニック ○ － ○ － ○
（休診有） － ㊊㊌9：30～

㊎13：30～ 休診＝25日㈮

高次脳機能障害科 14日・28日 － － － － － 13：30～

耳鼻いんこう科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
午　前 － － － － － ○ 8：00～11：00 9：00～
午　後 － ○ － ○ － － 13：00～15：00 14：00～

皮　膚　科 － － ○ － ○ －
8：00～11：00 9：00～

泌　尿　器　科 － － － ○ － －

小　児　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一
般
外
来

午　前 ○ 22日 ○ － ○ ○ 8：00～11：00 9：00～

午　後 － － － － ○ － 予約制
（3ページ上の記事参照） 14：00～

外　　　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
消化器外科
消化器内科
肛門外科

○ ○ ○ ○ ○ ○ 8：00～11：00
9：00～
第1・3㊏
10：00～

ゆきぐに大和病院　代表
TEL 025-777-2111
FAX 025-777-3853

予約または予約変更について
受付日時：予約変更は予約変更をしたい診療科が診療している日の、
　　　　　月～金曜日の午後２時～４時（歯科は歯科の受付欄参照）
方　　法：電話による受付（予約は婦人科、リウマチ科、睡眠時無呼吸外来、
　　　　　形成外科のみ電話受付可能）
　　　　　※予約変更は、「やむを得ない」場合に限ります。

歯　　　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
歯科・小児歯科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予約制

電話予約可
10：00～12：30
13：30～16：00

9：00～矯正科 － － 9日・16日・
30日 － － －

歯科口腔外科 ○ ○ － ○ ○ ○ 〔 〕

婦　人　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一般受付 － － － － ○ ○ 8：00～11：00 9：15～ 予約優先

予約制 － ○ ○
（休診有） ○ － － 予約制

（3ページ上の記事参照）
㊋9：15～
㊌㊍10：30～ 休診＝23日㈬

〔 〕

眼　　　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

予約制 － － － － － ○
予約制
※備考参照

9：00～

当院眼科医師より
再診の指示がある方のみ

電話予約可
月～金曜日
14：00～16：00
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南
魚
沼
市
民
病
院

建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た

言
語
聴
覚
士
が
伝
え
た
い「
食
事
の
む
せ
」に
つ
い
て

言
語
聴
覚
士　

松　

田　

夏　

美　

リ
ハ
ビ
リ
豆
知
識

リ
ハ
ビ
リ
豆
知
識

リ
ハ
ビ
リ
豆
知
識

　

食
事
の
時
に
食
べ
物
が
の
ど
に
詰
ま
っ
た
り
、
む
せ

た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
一
時
的
な
も
の
で

あ
れ
ば
、
誰
に
で

も
経
験
が
あ
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
食
事
の
度
に

む
せ
た
り
、
長
期

的
に
続
い
て
い
る

も
の
で
あ
れ
ば
、

嚥
下
障
害
と
い
う

飲
み
込
み
の
障
害

が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　【
飲
み
込
み
】

　

口
か
ら
取
り
込
ん
だ
食
べ
物
や
飲
み
物
を
ゴ
ッ
ク
ン

と
飲
み
込
み
、
胃
に
送
り
込
む
過
程
を
〝
嚥え

ん

下げ

〞
と
い

い
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
〝
飲
み
込
み
〞
で
す
。
こ
の
飲

み
込
み
に
関
わ
る
筋
肉
や
反
射
の
低
下
に
よ
っ
て
、
飲

み
込
み
に
支
障
が
出
る
こ
と
を
嚥
下
障
害
と
い
い
ま
す
。

　

嚥
下
障
害
で
怖
い
の
は
、
食
べ
物
な
ど
が
食
道
で
は

な
く
気
管
や
肺
に
入
っ
て
し
ま
う
〝
誤ご

嚥え
ん

〞
で
す
。
誤

嚥
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
窒
息
や
肺
炎
な
ど
生
命
に
危

険
を
及
ぼ
す
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

【
む
せ
】

　

で
は
、
人
間
の
体
は
何
の
抵
抗
も
な
く
窒
息
や
肺
炎

に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間

の
防
御
反
応
と
し
て
現
れ
る
の
が
、〝
む
せ
〞で
す
。
む

せ
る
と
い
う
現
象
は
、
誤
嚥
し
た
も
の
を
吐
き
出
し
、

気
管
や
肺
を
守
る
た
め
の
正
常
な
働
き
で
す
。
そ
れ
が

頻
回
に
な
る
と
、
嚥
下
障
害
の
サ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
む
せ
は
嚥
下
障
害
の
サ
イ
ン
の
一
つ
で
あ

り
、
む
せ
な
い
誤
嚥
と
い
う
も
の
も
存
在
す
る
た
め
、

む
せ
な
い
か
ら
大
丈
夫
と
判
断
す
る
の
は
危
険
で
す
。

必
ず
、
他
の
サ
イ
ン
（
体
重
の
減
少
、
飲
み
物
が
苦

手
、
痰
が
出
る
、
の
ど
の
違
和
感
な
ど
）
と
合
わ
せ
て

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　【
対
応
】

　

嚥
下
障
害
は
、
気
付
い
た
ら
早
め
に
検
査
を
受
け
た

り
、
予
防
策
を
と
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

検
査
で
は
、
口
や
の
ど
の
動
き
、
食
べ
物
が
の
ど
を
通

過
す
る
様
子
な
ど
を
み
ま
す
。
方
法
は
、
直
接
観
察
す

る
方
法
や
、
内
視
鏡
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
用
い
て
観
察
す

る
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
予
防
策
に
は
、
飲
み
込
み

の
力
を
保
つ
た
め
の
運
動
や
、
食
物
の
形
態
を
工
夫
す

る
方
法
、
食
事
の
姿
勢
・
環
境
を
整
え
る
方
法
な
ど
が

あ
り
、
そ
の
方
の
飲
み
込
み
の
力
に
応
じ
た
対
応
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

よ
り
良
い
食
生
活
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
サ

イ
ン
が
あ
る
方
は
、
一
度
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に

ご
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

５
月
24
日
、
南
魚
沼
市
民
病
院
建
設
敷
地
に
お
い
て
病
院
建
設
工
事
安

全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

井
口
市
長
を
は
じ
め
病
院
関
係
者
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
参
加

し
、
建
設
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

南
魚
沼
市
民
病
院
は
、
現
在
の
県
立
六
日
町
病
院
の
隣
に
建
設
さ
れ

ま
す
。
病
院
の
規
模
は
地
上
２
階
・
一
部
３
階
建
て
、
延
床
面
積
約

１
２
、８
９
０
㎡
、
病
床
数
は
１
４
０
床
で
、
平
成
27
年
の
医
療
再
編
に

合
わ
せ
て
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
病
院
は
、
南
魚
沼
市
を
中
心
に
魚
沼
地
域
の
安
全
で
安
心
な
地
域
医

療
を
担
い
、
周
辺
の
医
療
機
関
も
含
め
た
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。
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